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「迷骨」

津市の県立博物館で開催されている「植木

等展」を観てきました。クレージーキャッツ

のメンバーとして一世を風靡した植木等は三

重県出身で、父徹誠師は真宗大谷派（東本願

寺）の僧侶でした。かって私が伊勢にある植

木さんのお寺を訪れたとき、総代さんが「ま

だ小学生だった等さんがお父さんの代わりに

家へお参りに来たことがあります」と話して

くださいました。太平洋戦争の最中、住職で

あった父が戦争反対を訴え治安維持法違反の

罪で投獄されていたからです。

また、こんなエピソードが伝えられていま

す。クレージーキャッツの出世作「スーダラ

節」（作詞はいじわるばあさんの青島幸男で



す）の「わかっちゃいるけどやめられない」

との歌詞に軽薄さを感じ、レコーディングす

ることをためらっていました。悩みながら父

に相談すると、「この歌は親鸞聖人の教えに

通じる、自信を持って歌いなさい」と言われ、

意を強くしたそうです。植木等の父徹誠は、

反骨の人であるとともに親鸞聖人の教えに生

きようとした人でもありました。

たくさんのレコードや映画ポスターなどの

展示の中で、一番印象に残ったのが父徹誠の

書です。短冊や額に押された落款には、「迷

骨」と刻印されていました。一見すると救い

のない言葉とも受け取れますが、「骨になっ

ても迷う私をどんなことがあっても捨てな

い」とはたらいてくださる仏さまにであった

という確信が二文字に込められているようで



した。


